
Q:私はクマザワと申します、本日はお時間を割いて頂きありがとうございます。
リモート審査が本当にお客様のニーズを満たしていることを確認するために、お客様自身のリモート審査の経験についてお伺いし、今後の要件を理解したいので、この調査を実施しております。
リモート審査に関する結果として生じる通信、またはこの調査の結果はロイドレジスター以外に起因するものではないのでご安心頂ければと思います。
まずはじめなんですが、小山様リモート審査とFace to Faceの審査、両方ご経験はされていますでしょうか。

A：はい、両方経験しております。

Q：審査に関する小山様の役割と責任についてお伺いしてもよろしいですか。

A：はい、私は外部審査の事務局の一応マネージャーということでございます。
審査員の方は5名とか7名来ていただきまして、審査員様がやられてる、我々の部下がそこについておりましてトータルで見ているという感じになります。

Q：リモート審査をされてみて、ご自身がイメージされたものとは異なっていましたでしょうか。

A：確かにイメージしてものとは異なりました。
リモートということで電子化された書類を見せたりと、紙の書類をカメラに映してっていうことでやっていくんですけれども、もっとサクサク進むと思ったんですけど、そうでもなかったなということでございます。

Q：また後ほどそのような改善点だったりというのはお伺いさせていただければと思うんですけれども、事前に送られたガイドラインだったりとかっていうのは有益でしたでしょうか。

A：有益でした。

Q：また審査人はどのようにリモート審査を実施してましたでしょうか。

A：今回、昨年の更新審査があったんですけれども、現場関係はFace to Faceでやっていただいて、拠点、東京とかその他の事務所に所属するところはTeamsでやらさせていただいたということでございます。
事務所なので比較的通信環境が良かったなとは思いますが、一部の北海道とかそういうところではちょっとあんまり通信環境が良くなくて、ちょっと審査員の方がちょっと書類を見るのが大変だったということはございました。

Q：ちなみにその通信の問題はあったとは思われるんですけれども、指示だったりとかは理解はされましたでしょうか、ちゃんと指示が明確でしたでしょうか。

A：指示の方は弊社のこともよくご存知の審査員の方でございまして、的確に指示、こういうのを見せてくださいとか、ちゃんと飛んでいました。

Q：リモート審査の準備と今までされていたFace to Faceのオンサイトの審査に関してなんですけれども、そのどちら、準備もされると思うんですけれども、リモート審査の場合の準備というのは通常の審査よりも準備が時間がかかりましたでしょうか。

A：昨年度初めてやりましたので、時間はほぼ一緒ぐらいかかってます。
ただ次リモートする時は従来のFace to Faceの時より半分ぐらいになると思います、付加的にはですね。

Q：リモート審査に関してなんですけれども、小山様や御社に対してどのようなメリットがおありだと思われますでしょうか。

A：まずは人の移動がまず少なくなるということでございます。
あと書類自体が電子化されたものが結構最近はありますので、紙ファイルで準備するとかではなくて、PDFデータなりExcelデータなりWordデータなりをすぐ出せるというメリットはあります。

Q：今二点述べられたと思うんですけれども、小山様にとってはどちらの方が利点だと思われますか。

A：たぶんリモートの方がそういう書類の見せ方からすると良いんではないかなと思います。

Q：色々準備するよりもデータ化して行った方が負担がどちらにもかからないということですね。

A：そうですね。

Q：リモート審査がちょっと望ましい状況っていうのはありますでしょうか。
例えば緊急事態宣言が出た時だったりとか、遠隔地だったと、北海道とおっしゃったと思うんですけれども、そういった時はやっぱりリモート審査の方が望ましいと思われますか、それとも他の状況でリモート審査をしたいというようなご要望はありますでしょうか。

A：特に環境マネジメントシステムの方に依頼するとは思うんですけども、実際に現場を見て頂いて我々適切に管理されているのかっていう審査をいただくうえでは、やはりFace to Faceがいいかなと。
事務的なというか、ちょっと営業部門とか本社部門とかであればやはり書類を見て頂くっていうことがメインになりますのでリモートの方が適しているんじゃないかなと思います。

Q：リモート審査とFace to Faceの審査なんですけれども、審査基準は平等だと思われますでしょうか。

A：審査基準自体は平等だと思うんですけれども、やはりちょっと審査員の方々はパッと気づかれることが多いんですね。
書類をいっぱい見て頂く時に、こういうことはどうですか、こういうことはどうですか、ってFace to Faceの時は結構あるんですけれども、やはり電子化されたデータを見るというのはやはりFace to Faceで見るよりも瞬時に見れないっていうのが、我々の出し方の問題もあるのかもしれないですけれども、そういうのがあって。
言い方悪いんですけれども、当社の改善につながるご指摘をいただくっていうのがちょっと将来的には減るんじゃないかなっていう思いがありまして、ちょっと古い考え方かもしれないですけれども。

Q：そうしたらリモート審査に関してカバーできないっていう特定のプロセスっていうのはやっぱりあるという風に思われますか。

A：はい、あると思います。
例えば何かの契約でも何かしてくのに、契約内容の確認を途中の段階で色々していくんですけども、リモートの場合は契約結果を見ていただいて、その要件が当社の基準とかISOの規定にちゃんと合致しているかということを見て頂くんですけれども、リモートの時はアウトプットから先に見て頂くっていうことが多いので、プロセスの最初からずっといったところの書類っていうのがなかなか見ていただけないので、そういうところの改善点とか、ちょっとこういう風にした方がリスクが下がるんですよとかっていうようなものが、ちょっと無くなってしまうんじゃないかなと思うんですけれども。

Q：今おっしゃっていただいたんですけれども、他に欠点だったりっていうのは気づかれたことはありますでしょうか。

A：やはり我々がやっていることを適切に説明する時に、単純じゃなくてあらゆる部門と関連してやっていますので、それらの資料をFace to Faceの時はこれもありますこれもありますって出しているんですけれども、リモートの場合ではそういう環境にないんですね、単一部門でっていうことになるので。
そこら辺の複雑のプロセスの時はちょっとリモートでは難しいのかなっていうのは個人的には思っています。

Q：先ほどおっしゃっていたんですけれども、Teamsで今回されたということでよろしかったですね。

A：はい、そうです。

Q：Teamsを使うことに関してなんですけれども、特別な利点だったり逆に問題点っていうのはありましたでしょうか。

A：Teamsを使う場合は審査員の方々の指示がワンポイントというか適切で一本でピュっと来る感じなんですね。
それに対して我々はこういう資料ですとかこういうやり方してますとか基準はこうですとかって出せるっていう、一対一で受け答えができるっていうのはあると思います。
Face to Faceの時はそういうご質問をされても、いや、これはこういうプロセスがあってこういうことをやってますんでこっから行きますとか、そういう回りくどい説明したりするんですけども、どっちかって言うとリザルトに絞った答え方をしていくっていうことで審査自体は円滑に進んで、それができてないっていう時は適切なご指摘をいただけるっていうのはあるかなと思います。

Q：セキュリティに関してなんですけれども、セキュリティとかそういった懸念はございますでしょうか。

A：それは無いと思います。
当社もTeamsを入れてちょっと2年ぐらいになりますので、ちゃんと管理しておりますので大丈夫だと思います。

Q：通常のFace to Faceの審査と比較してなんですけれども、費用対効果についてどう思われますか。

A：当然ながら審査員様の移動が少ないということでメリットはあると思います。
ただ実は今当社の中ではやはり通信トラブルとか遠隔にいる部門が何かトラブった時にサポートするために事務局の人間も行くんですね、行ってます。
なので今のところはそういうかたちで審査員様の移動費用が少ないっていうことだけなんですけれども、メリットはあると思います。

Q：1から10のスケールでお伺いしたいんですけれども、将来的にリモート審査を使用する可能性というのは0から10でどのくらいあると思われますか。

A：5ぐらいだと思います。
というのは当社が本社部門から営業、現地工事、一連、設計とか全部含みまして、最後施設の運転管理もやっております。
そういうことを考えるとやはりFace to Face、現場に行っていただいて審査していただきたいというところもありますので、やはりそういうことを考えますと本社部門、事務的な部分が半分くらいで、あとの現場やっぱり見て頂きたいというのがありますので、5割かなと思ってます。

Q：ということはリモート審査とFace to Faceの審査を組み合わせるというのが一番の最善だと思われますでしょうか。

A：はい、そうです、その通りです。

Q：環境部門と例えば営業部門は別々で、営業部門はもうリモートでも大丈夫かということですね。

A：はい、そうです。

Q：他にどのような変更がもしあったらなんですけれども、加える必要があるとしたらどのような変更が必要だと思われますか。

A：リモートにおける書類、記録類の見せ方っていうのは審査員様によって若干の違いがございます。
というのはPDFで見せてくださいっていう審査員様もおられますし、カメラ越しで映してもいいよっていう方もおられます。
確かに色んな方法あってもいいんですけれども、確実に見て頂くっていうのはやっぱり電子データを画面共有して見て頂くっていうのが一番良いと思いますので、それを強く推奨しますとかそういう指示をいただければ嬉しいかなと思います。

Q：あ他には特に今思いつくことで何かありますか。

A：これちょっと審査の中でご指摘をいただくとかそういう時なんですけれども、やはり説明がうちも受け取り方で、Face to Faceだったらこの書類のここがこうなんでとかって具体的に指示して、これがこうでしょってなるんですけれども、やっぱりリモートの時はそれをうちの方で理解するのにちょっと時間がかかったりするので、やっぱり改善するのは難しいんですけれども、そういうことが上手くできたらいいのかなと。
すごくアイデアないんですけれども、やはりジャッジメントで不適合ですっていうときは、何かやり方があったらいいのかなと思ってしまうことがあります。

Q：競合他社からのリモート審査っていうのはご経験ありますでしょうか。

A：ないです。

Q：最後の質問になるんですけれども、リモート審査をされた後に現在だったり未来に直結する有益な経験っていうのはされましたでしょうか。

A：このリモート審査をさせていただくことで要は監査自体、監査をどのように進めるかっていうのを勉強させていただきました。
我々の中でもやはり内部監査を、緊急事態宣言下でちょっとやっていたのもあるんですけれども、やはりロイド様のこういうやり方もあるんだっていうことで書類の見せ方とか聞き方とかそういうのを盗むんじゃないんですけど、教えていただいたっていうのはありまして、非常に参考になったと思ってます。

Q:ありがとうございます。
それではこの質問におきましてインタビューを終わらせていただきますので、お時間頂戴してありがとうございました。
前述のようにリモート審査だったりとかこの調査に関する外部のコミュニケーションは小山さんは特定されることはございませんのでご安心いただければと思います。
ということで今回はインタビュー、お時間頂戴しましてありがとうございました。

A：ありがとうございました

